





西王母が持っているとされる、数千年に一度しか実らない、食べた者には不老長寿 与え 桃のことである。その名を掲げた蟠桃會とは西王母を祀る祭であり、陰暦三月三日（桃花節）に行われる中国の年中行事の一つである。十六世紀に成立したかの有名な中国伝奇小説『西遊記』においても、蟠桃大会という名 西王母の生誕神々が盛大に祝う場面が記されている。
西王母の持つ不老長寿を与える桃の存在や蟠「桃」會に見られる
とおり、中国における西王母と桃は、切っても切り離せない関係ある 考えても良いだろう。しかして、関係とは得てして変動的な物で 。生じるのも突然であれば、それが続いていくのも様々な事象が折り重なった末 偶然に過ぎない。西王母と桃の関係にお




































『爾雅』においては、西王母（西）は、觚竹（北） 、北戸（南） 、日下（東）と並んで、四方の土地（もしくは国）の一つとされていた、という見解が一般的である。しかし森三樹三郎氏は『古代支那神話』にお て、後に挙げる『淮南子』地形訓に見られる西王母に関する記述をともに挙げ、ここでは西王母という名の土地（もしくは国）ではなく、西王母の住まう国と言う「所在」を表しているではないか、と述べて る。次に『山海経』 。 『山海経』には洛陽を中心に地理・山脈・河川や
物産・風俗のほか神話・伝説などが記されており、現代にお ては中国神話の重要 基礎資料となっている。西王母が地名以外で神として初めて文献に記されたのもこの書物と考えられる。西山経、海内北経、大荒西経の章にそ ぞれ、
さらに西へ三百五十里、玉山といい、ここは西王母の住むと




り、名は崑崙の丘。神あり、人面で虎身、文あり、尾あり、みな白し ここに住む。 （中略）人あり あたまに せ、虎の歯、豹の尾をもち、穴に住む。名は西王母。
と記されている。 『山海経』に記された西王母像は、外観は人間
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母に見ゆ。 （中略）西王母は又天子の為に吟じて曰はく、彼の西土に徂き、爰に其の野に居る。虎豹は群を為し、於鵲 処を与にす。嘉命遷らず、我は惟れ帝女なり。彼は何の世民にして、又将に子を去らんとせん。笙を吹き簧を鼓し、中心翔翔たり。世民の子に之るは、唯れ天の望みなり、と 天子遂に駆りて弇山に升り、乃ち名跡を弇山の石 紀して、之に槐を樹ゑ、眉して曰はく、西王母の山、と。







































ある日、老牛が涙を流しながら言った。自分はもう死ななければならない。自分 死んだあと、皮 取っておいて、緊急のことがあった時には、そ 皮を着るように、と。そう言いおわる 、老牛は死んだ。
七．
　






牛郎が、織女を連れ帰ろうとしている王母娘娘にもう少しで追いつきそうになったとき 王母は玉簪を抜い 後ろ手に線を引 た。 れが天の河 なって、牛郎を隔てた。
十．
　











怪物、天帝の娘、不老不死の女神、不死の薬を持つ存在として考えられ、道教成立以後の西王母は、多少の差異はあれども天上を統べる女神という統一した見解が見られる。こ ように主要な文献を引用しただけでも様々な姿形を有している西王母 、この変遷については諸説入り乱れている。参照する文献の多くが成立した年代が不明確なこともあ 、いまだ正式な 解が出されていないのが現状である。
道教以前に西王母が不老不死であると明言しているものは『荘
子』以外にはないにもかかわらず、彼女を取り巻く説話の多くに、不老不死が絡んでくるのはなぜか。おそらく、 『山海経』 西王母が災いと五残を司って ることが影響していると考えられる。西王母は『山海経 において災 と五残という死の性質 司っていたことから、生の性質をも有し い 考えられ、更にそれを自在に操るこ のできる能力があると考えられたのであろう。 そのため、 『荘子』 『淮南子』における西王母像は、 『山海経』の西王母 性質を踏襲したもの も考えられる。
もとより不老不死の性質を持たなかった西王母は、 『山海経』に









て考えられ、 『詩経』 「桃夭」をはじめ、古来多くの詩歌の題材とされてきた。そ 以外にも、桃には魔を退ける力があると考えられ、中国においては現在でも正月に門に飾る「桃符」を代表に、桃に関連したさまざまな魔除け風習が存在する。もちろん、ただ結婚・出産の象徴や魔除けとして丁重に扱われるだけでない。中国には多くの「桃」と名のつく美人を意味する代名詞や、 「桃」と名のつく桃を使用した料理がみられる ど、人々 とって桃とは非常に身近な果樹でもあっ 。
王秀文氏は桃の持つ性質について、 『桃の民族誌―そのシンポリ












万年に一度実をつける桃の木の説話が、巻六には「王母の桃と王公の瓜をもし手に入れて食す とができれば、私は万歳に慣れるに」と明帝の皇后が嘆いた記述が見られるが ここですでに西王母と桃との繋がりが見られる。晋代以降に書か たものは、西王母の名がなく もその影響を受けていると考えるべきであろう。
宋代の志怪小説集の『夷堅志』 『続夷堅志』 。 『夷堅志』には、 「章











どを収録した『博物志』 、漢の武帝が生まれ 葬 れるまでの雑事を記した『漢武故事』 、それに少し遅れて道教色の強い『漢武内伝（漢武帝内伝） 』 。以上の三作であると考えられている。この三作は七月七日に漢の武帝が西王母の来訪を受け、会合の後に桃を賜る、という話の大筋は一致しているのだが、桃の数などに微妙な違いがみられる。以下、参考に 武故事』の概略を記す。
西王母は使者を遣わして漢の武帝に、七月七日に訪問するで
あろうことを告げさせた。さらに七月七日の正午の時には、西方から青い鳥がやって来て宮殿の前庭にとまった。東方朔 尋ねると、西王母がやって来るしるしであると言った。武帝は宮殿の中を清め、とばり めぐら 、外国産の香を焚き、九華燈をともして、王母を迎える準備をした。そ 夜、水時計が七刻を指すころ、雷鳴が聞こえ、天全体が紫色になると 紫雲の車に乗り、玉女たちに囲まれて、西王母が到着 た。西王母は勝を頭にいただき、雲のような青気を帯び 、二羽の青い鳥が左右に侍して 。武帝は 西王母を座にいざなうと、不死の
薬を求めた。西王母は不死の薬の名を列挙してそれを告げ知らせたが、武帝がまだ情欲を離れられないので、不死の薬 招き寄せることはできないと語った。西王母は七個の桃を取り出し、五個を武帝に与え、自分は二個を食べた。東方朔が朱鳥の窓から中を窺うと、王母は 東方朔が天上で悪事を し、この世に流されたものであることを告げた。五更になり、西王母は帰って行った。




に『博物志』 『漢武故事』の三作である。それ以前に 桃を関連付ける文献は見られない。では、なぜ『博物志』 『漢武故事』において、突如西王母と桃は関連付けられる な のか。
西王母が『博物志』 『漢武故事』において を持たされた理由は
不明である。 しかし結果として、 「不老不死」 の性質をもち 『淮南子』
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み合わされたからに他ならない。 『漢武故事』を見 に、本来、不死の薬は仙桃のことであるとは考えられ いなかった。なぜなら、『漢武故事』において不死の薬を求める武帝をたしなめ「不死の薬を渡すことはできない」 明言し がらも、桃（この時点では仙桃という記述はないが、 ついて西王母 「こ は三千年に一度実をつけるので、下界で栽培するようなもの ありませぬ。 」と述べていることから、す にそ 性質を有 ていると考えられる。 ）を分け与えて からである。 『漢武故事』にお ては 会合の後、道士 百余人殺した武帝に使者を遣わし、その行為を戒めた後にまた三つの桃を分け与える。その後続く「こ を食 人間の寿命の極限まで生きられます。 」という使者の言葉か 、西王母 桃「長寿」の性質こそ有してはいるが、不死の薬ではないのは間違いない。これは『西遊記』にも言 こと あり、孫悟空が不老不死になったのは西王母の桃園にあった仙桃を食しただけが原因ではな
いと考えられる。孫悟空は仙桃を食べた上で、太上老君の仙丹を食して るからであ が不老不死になったのは仙桃だけの影響とは言えない。『佩文韻府』によれば仙桃の名が初めて見られるのは、神怪不経の談が記され、唐代に成立した『酉陽雑俎』であるとされる。それ以前に仙桃の名の見られないことから、仙桃という名称は唐代に創作された可能性が考えられる。 「仙」という字 それ自体が仙人の意をもっているため、西王母が道教において女神となり、桃と結びつけられたことで西王母が持つ桃に「仙」 う字がつき、結果して西王母が持つ桃すべて 仙桃となったのではな か。仙桃は西王母が桃と組み合わさったことで生まれた副産物と考えられる。西王母と桃の関係性が確立されたことにより、西王母の持ってい
たはずの不死の薬が消え のは仙桃という明確 不老不死の象徴が生まれた宋代以降からと言 るため、不死の薬が仙桃 変化いう誤解が生まれるのは当然のことだろう。不死 薬が仙桃に時代とともに変化したというよりは、仙桃が不死の薬に突如成り代わったのである。その点、確かに「変化した」と えるかも れないが、何度も言うよ に仙桃は決して不死の性質を有してい わけではい。そのため、西王母は と組み合わされたことにより、そ 不老不死の力を一部失ったと言える。
西王母の仙桃は、別名「蟠桃」ともいわれることは前述したとお




て巨大なものであった。それは『山海経』の度朔山伝説を始め、後世には『神異経』 『拾遺記』 『太上洞淵神呪経』にもその巨大で神聖な桃の木の姿が見受けられる。清代に編纂された『淵鑑類函』所引の『十州記』には「東海に山があり、度索山という。そこに大きな桃樹があり、屈盤すること数千里におよび、蟠桃 」という記述も見られることから、蟠桃 はこの神聖な巨木になる桃の実が起源といえるだろう。
では、なぜ蟠桃は西王母の持つ桃であるという考えが生まれたの
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